非常勤職員のみなさんへ

こんにちは。日頃の業務、大変お疲れさまです。
さて、国立病院機構は2004年4月に独立行政法人へ移行した時、就業規則を一方的に策定しました。その中で、非常勤職員の雇用期間について、「任用期間は1年を超えない期間とし、繰り返し雇用は3回（看護職は5回）まで」としました。

　組合（全医労）は、このように一方的に策定された就業規則には反対し、制度の改善をめざして様々な運動や交渉を行ってきました。例えば、2004年4月の独立行政法人への移行に伴う非常勤職員の雇止め問題では、裁判に訴え身分や賃金・労働条件の是正を求めて運動しています。
賃金・労働条件の改善にむけて、一緒に運動しませんか
機構との交渉で前進した要求

非常勤職員の賃金・労働条件は就業規則で定められていますが、毎年、全医労は国立病院機構と交渉を行い就業規則を改定させ処遇を改善してきました。2007年度は、①時間給の引上げ（10円～20円）、②賞与の年額1,200円引上げを実現しました。
　2006年度は、①時間給引下げ提案を撤回させて据え置き、②賞与の据え置き提案に対し年額6,000円引上げさせました。

　非常勤職員の年次休暇は、就業規則で「採用の日から起算して6ヶ月間継続勤務し、全勤務日の8割以上出勤した場合に10日間付与する」こととされていましたが、10日のうち2日については勤務日数が3ヶ月を超える日から認められるようにさせました。
国立病院機構が定めている非常勤職員の賃金・労働条件は、まったく不十分なものです。全医労は、下記の要求を実現するために奮闘しています。

全医労が要求している主な要求項目

①希望する非常勤職員を常勤職員雇用に改めること。当面、就業規則の「3年及

び5年雇用打ち切り」規定を改定し、雇用継続すること。
②非常勤職員の賃金・労働条件を常勤職員との均等待遇を基本に抜本的に改善す

ること。

③忌引き・夏季・結婚休暇などの特別休暇および病気休暇などを有給で認めること。

　全医労は、あなたの加入を心から呼びかけます。
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